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　1969 年夏、工場の製造現場を体験させる新入社員教育が行われまし
た。筆者は偶然、フェロシリコンを電気炉で作る職場に行きました。現
場作業は、原料の硅石・炭材・鉄原料を長いスコップを使用して電極の
周囲へ押し運ぶもので、真夏の暑さに加え、電気炉から発散する熱で汗
は皮膚の上で直ぐ塩になっていました。暑さでフラフラになっていると、
現場の年配社員から「もういいよ。危ないから見てろ」と言われ、若い
のにだらしがない結果となりました。スポーツドリンクなど無い時代で
すから、熱中症対策として、オペレータ室には塩とクエン酸水が置いて
あったように記憶しています。
　後で知ったのですが、その電気炉で蒸気になったシリコンが酸化して
SiO2 となり、バッグフィルターで捕集されシリカフュームとなります。
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　その頃は、まだシリカフュームの使用用途が無く、ポゾラン活性を利
用して左官モルタルへの適用を研究していましたが、捕集したシリカ
フュームのほとんどは埋立て等に廃棄されていました。更に､ 数年後に
は、日本の電力料金は高いためフェロシリコンの生産を止めてしまいま
した。しばらくは他社の工場での生産が続きましたが、最終的には日本
における生産は無くなり、今やシリカフュームは全て輸入品だけとなり
ました。
　シリカフューム（以後 SF と略記）は、平均粒径 0.1 ～ 0.2 μm 程度
の球状の微粒子です。
　密度は 2.3g/cm3 前後ですが、かさ密度は 0.3 ～ 0.6g/cm3 と小さく、
輸送及び管内輸送における管壁への付着等、扱いには非常に困難が伴い
ました。そのため、SF 単体を凝集させた粉体が商品化され、かさ密度
も 0.6 ～ 0.8g/cm3 に増加したものが販売されています。（写真参照）
　また、生コンクリートプラントで扱い易くするため、SF を水中で懸
濁分散させた SF スラリーも米国では大々的に使用されました。筆者ら
も 1989 年夏に調査に行きましたが、タンクには撹拌羽根が取り付けら

写真　シリカフュームの顕微鏡写真
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れ、大型ローリー車にも撹拌羽根があり､ スラリーポンプも備えており、
減水剤等のローリー車に比較して大掛かりな設備となっていました。（写
真参照）
　SF の品質規格は、2000 年 7 月に JIS A 6207「コンクリート用シリカ
フューム」として制定されました。表に示されるように強熱減量、活性
度指数等が定められており、SF スラリーについても固形分の定量方法
等が規定されています。
　SF は、セメントに対し 5 ～ 30％程度混和した場合、高性能減水剤を

写真　シリカフュームスラリーのローリー車

写真　スラリーポンプ



コンクリート＋ 1

� http://www.beton.co.jp/

併用することにより SF が分散され、ボールベアリング効果により、水
結合材比を大きく低下することが可能となります。更に、SF はセメン
トとポゾラン反応によりカルシウムシリケート水和物を生成し、硬化体
を緻密化させます。このことにより、高強度コンクリートや高耐久コン
クリートが簡単に作られるようになりました。
　日本で最初に大々的に SF が用いられたのは、1983 ～ 1984 年にかけ

表 1　シリカフュームの品質

表 2　モルタルの配合
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て造られた石油試掘リグです 1)。米国アラスカ州北極海での石油試掘用
リグ「Super CIDS」の浮体コンクリートで、SF を混和した高強度軽量
コンクリートが用いられました。実験室では、軽量骨材の吸水状態によっ
てコンクリートのスランプ経時変化が激しく、また、耐凍結融解抵抗性
も必要であり、配合設定には苦労したようです。
　SF は、その超微粉の特性を活かし、特殊な例では吹付けコンクリー
トにも用いられています。鉄道建設公団が高品質吹付けコンクリートを
開発した際、吹付け時のリバウンド低減や強度向上のため、SF を対セ
メント 5％程度混和して石灰石粉末と共に使用しています。
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